ジャンク端末判定基準
（GIGAスクール端末（iPad）売払処分業務　付属基準）

1　目的
この基準は、GIGAスクール構想により整備した使用済端末（iPad）の売払処分に当たり、端末の状態区分の目安を示すことを目的とする。著しい破損等により再生使用が困難な端末（以下「ジャンク該当端末」という。）も含め、本物品はすべて売払対象とする。

2　判定区分
	区分
	起動・動作
	外装・画面
	付随基準
	取扱い

	A（良好）
	正常に起動し、全機能が問題なく動作する。
	目立った傷・汚れがなく、画面表示も良好。
	バッテリー最大容量が概ね80％以上。
	通常品として売払対象

	B（並）
	正常に起動し、主要機能は動作する。
	使用に伴う軽微な傷・汚れがある。
	バッテリー最大容量が概ね60～80％。
	通常品として売払対象

	C（可）
	起動するが、一部機能に不具合がある（例：カメラ・スピーカー不良等）。
	目立つ傷・汚れ、画面の色ムラ等がある。
	バッテリー最大容量が概ね40～60％、又は劣化警告表示あり。
	通常品として売払対象

	D（不良）
	起動するが動作が著しく不安定、又はタッチ操作の一部が不能。
	画面割れ（表示は可能）、外装の著しい破損がある。
	バッテリー最大容量が概ね40％未満。
	通常品として売払対象（現状有姿・低評価）

	ジャンク 該当端末
	電源が入らない、起動しない、又は画面表示が不能。
	画面破損により表示不能、水没・火災等による重大な損傷がある。
	バッテリーの膨張・液漏れ等、安全上のリスクがある。
	売払対象に含める。処分費用は入札金額に織り込む（下記4参照）。



3　判定方法
（1）町は、個体ごとの事前判定及び記録は行わない。端末の状態区分（A～D、ジャンク該当端末）は、入札参加者が公告に定める現物確認の機会において自ら確認するものとする。
（2）ジャンク該当端末の有無及び員数は、引渡しの際に、甲（町）及び乙（落札者）が別紙「引渡確認書」により確認し、記録する。この記録は事実確認を目的とするものであり、代金の増減は行わない。
（3）入札参加者に対する状態確認の機会は、公告に定める現物確認のみとする。町は、ジャンク該当端末を含め、個々の状態を事前に開示しない。

4　ジャンク該当端末の取扱い
（1）ジャンク該当端末についても、他の端末と同様に売払対象に含め、乙が引渡しを受ける。
（2）乙は、ジャンク該当端末について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律その他関係法令に基づき、自らの責任及び費用負担において適正に処分（マニフェスト管理による廃棄・リサイクルを含む。）するものとする。
（3）入札金額は、ジャンク該当端末の処分に要する費用を織り込んだ額とする。引渡し後にジャンク該当端末の員数が入札時の見込みと相違した場合であっても、契約金額の増減は行わない。
（4）ジャンク該当端末についても、他の端末と同様に、引渡し前に町による初期化・MDM登録解除・アクティベーションロック解除を行う。乙は、引渡し後、可能な範囲でデータの残存がないことを確認したうえで処分すること。
